
● 地域の絆、ご近所、地域という考えが大切

● 人が重要（リーダー育成・関わり）

● 全体として連携できる内容が多いので、今後まとめられる

● 団体の横のつながりが必要

● 人材の育成と発掘が必要・重要

● 全ての取り組みはリンクしている

● 組織に参加することの敷居が高い、もっと気軽に参加できると…募集の仕
方も柔らかく

● 全て共通項がある⇒核をつくる

● 整える環境⇒今後整理していく

● 思いやり・声掛け・あいさつというスタートから、難しく考えずできることから

● 今後の進め方としての方向性が見えた（問題点から連携が大切）

● 集約的な情報発信が大切

● 世代間交流が大切、これからも良い意見を出していきたい

● これを本当にやっていくのは大変

● 人材は同じ人が色々やっていることが多い

● 各セクションで、新しい人を引き込んでくることが必要で重要どのジャンル
でも人がスタート、どう探して見つけるかは課題でテーマの一つ、柱となる

● 多くの共通点がある、地域の内情がクローズアップされてきた、ここをまと
めていけば良い

● これをピックアップしてまとめていく、みんなで一緒に優先順位をつけて
やっていく

● 人材づくりのキーは自治会

● 人材、マンパワーが重要、長く続けるにはゆるく

● あいさつの重要性

● 地域マップの関心高い、担い手と連携できるのでは

● 子ども時から意識をしていく取り組みが必要

● 多くが同じ内容なので整理していくことができる

● 生活や人に注目した防災マップという視点に感心した

● リーダーの選抜がいいなと思った

● 皆、同じような意見

● 子どものころから学ぶ意識が大事

● リーダーの選抜、マニュアル化して誰でも行える状態にすることが大事

防 犯
●
●

全体として「まちを育てる」という意識大切
ながらパトロール⇒大変ではない取り組み方は良い

交 通 安 全
●
●

交通安全指導員が各自治会から出てきた方が良い
自転車免許証の取り組みは良いと思う
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地 域 の
交 流 ・ 活 性 化

●
●
●

●

担い手グループと一緒に考えていくことが必要
担い手グループとは切り離せない、整理することが必要
あいさつ。地域で育っていく、当たり前のようにあいさつができる地域が大
事
あいさつへの取り組みが大事

子 育 て 支 援 ・
青 少 年 の 育 成

●
●
●

世代間交流が大事
開館（冨士センター）の延長は、運営協議会でも検討していきたい
子どもの講座についても協議会で検討していく

福祉・健康づくり
●
●

高齢者と子ども達との交流を持ちたい
子どもを講師としたスマートフォン教室⇒講師となった子ども達のプレゼン
テーション能力向上につながる

環 境
●
●

子どもを主体にして大人のマナーを改善させる意見が良い
犬のフン、子ども達に学校で指導をしてもらいたい（大人になってもできる
ように）

地 域 環 境
●
●
●

空き家が多い（何とかできそう）
引きこもりの人が集まれるフリースペース
市が購入し解体⇒有料の駐車場

地 域 活 動 の
参加者 ・担い手

●
●
●
●

●
●

地域交流と似ている（まとめられれば）
重なっている部分がある（横のつながり）
イベントの集約的発信は大事
中高生（世代がつながる方法）、魅力あるものがたくさんあるのでより勝る
ものをつくっていく
インセンティブは良い取り組み
面倒・一人では不安、を解消していく必要
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